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23春闘で、団交とス
トを含む統一行動など
で総決起してきまし
た。引き続き奮闘する
仲間に連帯・団結して
たたかおうではありま
せんか。

岸田首相は、「構造
的賃上げ」「異次元の

少子化対策」と言っていますが、異次元の少子化対
策と言うのならば、異次元の賃上げこそ必要です。
しかし、政府は、ケア労働者の処遇改善も、中小企
業への直接支援の声にもこたえていません。いかに
物価が高騰しても、最賃の再審議も人勧の再改定も
ないままです。年金改悪は続け、消費税減税に背を
向け、インボイス制度導入など暮らしと生業を直撃
する政治ばかりではありませんか。まじめに賃上げ
と向き合って、春闘の労使交渉をすすめてきたすべ

ての関係者を愚弄するような政府の態度に、怒りを
こめて、「最賃1500円、均等待遇、ジェンダー平
等」と大いに声をあげようではありませんか。

年間６兆円もの予算を大軍拡に振り向け、「戦争
しに行く国」と大増税の亡国の道を岸田政権が暴走
し出しています。原発回帰と永続化の法律をひとく
くりにして強行しています。

憲法９条を持つ被爆国日本が、核や武力に頼らな
い平和外交のモデルをつくること、脱原発の先頭に
たつこと、これが世界に果たすべき日本政府の役割
ではありませんか。

労働者・国民の願いに根差したまともな野党共闘
を、国でも地方でも一刻も早く実現させることを、
心から呼びかけます。

労働組合と一緒に声をあげ、職場を、社会を変え
て行こうではありませんか。

働くものの団結万歳！　世界の労働者万歳！　メ
ーデー万歳！

梶
川
　
憲

全
京
都
統
一
メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
長

メ
ー
デ
ー
大
会
主
催
者
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

第94回全京都統一メーデー
4年ぶりにコロナ禍前の形態で開催された、

第94回全京都統一メーデー大会。
お天気にも恵まれ、会場の二条城前広場に4000人が参加しました。また、府内11カ所でメー

デー大会が行われました。
二条城前の全京都統一メーデー大会では、梶川実行委員長が、「物価高騰を超える賃上げをめ

ざして、引き続き奮闘する仲間に連帯・団結してたたかおう」「『最賃1500円、均等待遇、ジェ
ンダー平等』と大いに声をあげよう」「労働者・国民の願いに根差したまともな野党共闘を、国
でも地方でも一刻も早く実現させることを、心から呼びかける」「要求実現に奮闘する労働組合
の姿に、組合加入が広がっている。労働組合と一緒に声をあげ、職場を、社会を変えて行こうで
はありませんか」と主催者あいさつ。
自由法曹団京都支部幹事長の福山和人弁護士、日本共産党こくた恵二衆議院議員、新社会党京都

府本部の駒井高之書記長が来賓あいさつ。京都府知事と京都市長のメッセージが紹介されました。
争議団・争議組合の仲間が登壇し、代表して京都市の不当労働行為とたたかう福祉保育労学児

支部の大西良武さんが決意表明し、すべての争議解決への支援を訴えました。
メーデー宣言採択のあと、3コースのデモで市民にアピールしました。

働
く
も
の
の
団
結
で
生
活
と
権
利
、平
和
と
民
主
主
義
を
守
ろ
う

物価高騰を上回る賃上げを !!

５月26日（金）　�年金裁判控訴審判決報告集会� �

18：30　ラボール京都

５月31日（水）　�最賃署名ステップアップ学習会��

18：30　ハートピア

主
な
日
程
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舞鶴丹後

相楽 乙訓 船井・北桑田福知山

宮津・与謝

自由法曹団京都支部　幹事長

福山 和人 弁護士

日本共産党　衆議院議員

こくた 恵二 さん

新社会党京都府本部　書記長

駒井 高之 さん

コロナ禍で、メーデー大会を取りやめたり、大会だ
けでデモは取りやめたりした３年間でしたが、今年は
各地でメーデー大会を開催し、デモ行進しました。
京都府内11会場で約2200人が参加。労働者・国民の
切実な要求や平和を守る願いをアピールしました。

第94回全京都統一メーデー

北
コ
ー
ス

デコレーションの部

１位 アカン　インボイス　大増税 京建労伏見支部

２位 不要敵基地攻撃的兵器 年金者組合伏見支部

３位 憲法9条 年金者組合伏見支部

プラカードの部

１位 子どもたちに戦争のない平和な未来を 京都市職労民生支部

２位 「大軍拡」より「教育」に予算を 京教組

３位 ミサイルよりケアを! 新婦人

中
コ
ー
ス

デコレーションの部

１位 May Day Sound Parade 医労連

２位 軍事費よりも人権かがやく未来を 民医労洛南支部

３位 夜勤改善　大幅賃上げ 民医労東支部

プラカードの部

１位 国家公務員を増やせ 京都国公

２位 子どもの笑顔は平和の花 福祉保育労

３位 休みの日くらい遊びに行きたい 日本共産党

南
コ
ー
ス

デコレーションの部

１位 賃上げと平和の傘 全印総連

２位 ピース 建交労京都支部

３位 ５年間で43兆円の軍備予算化反対 JMITU京滋地本・
カシフジ支部

プラカードの部

１位 武器を手放してください JMITU機械金属支部

２位 武力で平和はつくれない 出版労連・出版ユニオン京都

３位 最賃1500円　少子化対策は最賃引上げ JMITU通信産業本部
京都分会

デコ・プラコンクール
MAYD

AY

結 果府
内
11
カ
所
で

メ
ー
デ
ー
開
催

働く者の要求を各地でアピール

来賓あいさつ
今年は次の３人の来賓の方から
連帯のごあいさつを受けました。

い
の
ち
と
暮
ら
し
が

大
切
に
さ
れ
る
社
会
を
！

福祉保育労
大西さん

多くの支援が
たたかい継続の力

京
大
職
組
タ
テ
カ
ン
裁
判
・
高
山
佳
奈

子
さ
ん
、
京
都
市
の
不
当
労
働
行
為
と
た

た
か
う
福
祉
保
育
労
・
大
西
良
武
さ
ん
、

年
金
引
き
下
げ
違
憲
訴
訟
原
告
団
・
楠
晤

さ
ん
、
コ
ー
ド
争
議
を
た
た
か
う
全
印
総

連
・
山
田
浩
正
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
被
解
雇
者

組
合
・
小
栗
順
子
さ
ん
が
登
壇
。
代
表
し

て
大
西
良
武
さ
ん
が
「
す
べ
て
の
争
議
解

決
へ
大
き
な
ご
支
援
を
」と
訴
え
ま
し
た
。

争議支援の訴え

大軍拡・大増税許すな!
  憲法改悪NO!
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日常のひとコマ

日常のひとコマ

花
田
　
善
臣

虎
の
郵
便
ポ
ス
ト

相
楽
地
労
協

「
改
憲
Ｎ
Ｏ
」

朝
護
孫
子
寺
に
お

参
り
す
る
と
、

ま
ず
最
初
に
大
き
な
虎

が
参
拝
者
を
迎
え
て
く

れ
ま
す
。�

　
境
内
の
奥
へ
進
む
と

大
本
山
成
福
院
前
に

は
、
虎
の
郵
便
ポ
ス
ト

が
お
目
見
え
。�

　
誰
が
置
い
た
か
頭
上

に
は
白
虎
が
、
愛
嬌
を

振
り
ま
い
て
い
ま
し
た
。

【
応
募
方
法
】
①
画
像
１

枚
、
②
タ
イ
ト
ル
、
③
コ
メ

ン
ト
１
０
０
～
２
０
０
字
程

度
、
④
お
名
前
（
掲
載
は
ペ

ン
ネ
ー
ム
可
）、
⑤
所
属
、

⑥
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
送
り
先
を

書
い
て
、
京
都
総
評
ま
で
メ

ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

掲
載
さ
れ
た
方
に
は
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）
を

贈
呈
し
ま
す
。

あ
な
た
の
パ
シ
ャ

写
真
募
集
中
！

日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
て
76
年
と
な
る
５
月

３
日
、
晴
天
の
円
山
音
楽
堂
で
憲
法
集
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
の
保
有
、
大
軍
拡
を
す

す
め
よ
う
と
す
る
岸
田
政
権
に
対
し
て
、「
く
ら

し
・
平
和
を
こ
わ
す
大
軍
拡
、
戦
争
準
備
反
対
」

「
憲
法
９
条
を
生
か
し
た
平
和
外
交
を
」
な
ど
平

和
の
願
い
を
持
ち
寄
っ
て
２
０
０
０
人
の
府
民
が

参
加
し
、
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

第94回全京都統一メーデー宣言

生かそう憲法 守ろう９条 5・3憲法集会in京都

憲法ウォークでアピール

判
決
後
、
裁
判
所
前
の

公
園
で
報
告
集
会

雇
用
調
整
助
成
金
を
そ
れ
ま

で
使
っ
て
い
よ
う
が
、
有
期

雇
用
者
の
雇
い
止
め
は
問
題

な
い
と
い
う
判
断
を
、
司
法

が
あ
っ
さ
り
と
く
だ
し
た
差

別
判
決
で
す
。

傍
聴
支
援
に
は
京
都
総
評

を
は
じ
め
多
く
の
方
が
駆
け

つ
け
て
い
た
だ
き
、
傍
聴
席

に
納
ま
ら
な
い
ほ
ど
で
し

た
。
大
阪
高
裁
に
公
正
な
判

決
を
求
め
る
署
名
は
２
４
４

１
筆
に
な
り
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

�

全
印
総
連
京
都
地
連

裁
判
提
訴
か
ら
８
年
、
大

阪
高
裁
は
原
告
の
請
求
を
す

べ
て
棄
却
し
た
一
審
判
決
を

支
持
し
、
控
訴
を
「
棄
却
」

し
ま
し
た
。

判
決
は
、
少
子
高
齢
化
が

す
す
み
「
世
代
間
の
公
平
性

が
保
て
な
い
」と
し
て
、政
府

の
す
す
め
る
年
金
改
悪
を
認

め
ま
し
た
。
司
法
は
、
政
治

に「
忖
度
」せ
ず
、
憲
法
に
照

ら
し
て
暮
ら
し
が
守
れ
る
か

否
か
を
判
断
す
べ
き
で
す
。

こ
の
よ
う
な
判
決
で
は
、

将
来
が
不
安
で
少
子
化
は
止

ま
り
ま
せ
ん
。
現
在
も
将
来

も
暮
ら
し
や
す
い
政
治
を
つ

く
る
た
め
力
を
合
わ
せ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

判
決
を
受
け
上
告
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

年
金
者
組
合
京
都
府
本
部

書
記
長　

森
脇
芳
男

力
を
あ
わ
せ
て

憲
法
を
守
ろ
う

集
会
で
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
末
浪
靖
司
さ
ん
が
講

演
し
、
安
保
３
文
書
の
閣
議

決
定
や
防
衛
費
を
大
幅
に
増

や
し
て
「
ト
マ
ホ
ー
ク
」
な

基
地
攻
撃
能

力
を
持
つ
こ

と
で
、
ア
メ

リ
カ
の
戦
略

の
も
と
で
周

辺
国
に
攻
め

込
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う

に
な
る
」
と

批
判
し
、「
憲

法
に
緊
急
事

態
条
項
を
新

設
す
る
動
き

は
、
９
条
を

チ
」
と
行
動
提
起
の
あ
と
、

集
会
決
議
（
案
）
が
提
案
さ

れ
、
満
場
の
拍
手
で
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
集
会
決
議
で

は
、「
私
た
ち
は
、
戦
争
す

る
国
づ
く
り
に
反
対
し
、
歴

史
が
逆
戻
り
す
る
こ
と
を
食

変
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

力
を
合
わ
せ
て
憲
法
を
守
ろ

う
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

諦
め
な
い
市
民
と
し
て

声
を
上
げ
よ
う

３
人
の
「
市
民
ス
ピ
ー

い
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
憲
法
９
条
が
目
標
と
す

る
外
交
努
力
や
多
様
で
多
元

的
な
対
話
に
よ
る
平
和
の
実

現
を
追
求
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
そ
の
た
め
に
『
諦
め
な

い
市
民
』
と
し
て
声
を
上
げ

行
動
し
続
け
る
覚
悟
を
新
た

に
し
て
い
く
と
と
も
に
『
市

民
と
野
党
の
共
闘
』
を
強
め

て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

「
憲
法
守
ろ
う
」と

元
気
に
ア
ピ
ー
ル

集
会
の
あ
と
、
京
都
市
役

所
前
ま
で
憲
法
ウ
ォ
ー
ク
を

行
い
ま
し
た
。

連
休
中
で
多
く
の
観
光
客

で
に
ぎ
わ
う
四
条
通
や
河
原

町
通
で
、「
９
条
改
憲
、
ぜ

っ
た
い
許
す
な
」「
憲
法
変

え
る
な
、
政
治
を
変
え
よ

う
」「
ミ
サ
イ
ル
い
ら
な

い
、
平
和
を
つ
く
ろ
う
」
な

ど
を
コ
ー
ル
し
、
プ
ラ
カ
ー

ド
な
ど
を
手
に
、
元
気
に
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

雇
用
契
約
を
更
新
し
て
き

た
こ
と
や
２
年
以
上
働
い
て

き
た
こ
と
、
会
社
が
雇
用
調

整
助
成
金
の
適
用
を
中
止
し

て
雇
止
め
し
た
こ
と
な
ど
は

配
慮
さ
れ
ず
、「
契
約
更
新

の
合
理
的
期
待
が
あ
っ
た
と

い
え
な
い
」
と
切
り
捨
て
て

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
ろ
う
が
、

４
月
21
日
の
コ
ー
ド
争
議

大
阪
高
裁
判
決
は
、
原
告
の

訴
え
を
棄
却
す
る
不
当
判
決

で
し
た
。

判
決
文
は
、
京
都
地
裁
判

決
以
上
に
中
身
の
な
い
後
退

し
た
内
容
で
す
。

私たちは、本日、「働くものの団結で、生
活と権利、平和と民主主義を守ろう」のスロ
ーガンを掲げ、闘う歴史と伝統を受け継ぎ、
第94回全京都統一メーデー大会を開催しまし
た。
日本は、この二十数年間、賃金が下がり続
け、貧困と格差が広がる一方で、大企業の内
部留保が激増してきました。この流れを変
え、物価高騰を上回る賃上げをしないと暮ら
しも社会も立ちゆきません。大幅賃上げと最
低賃金時給1,500円、８時間働けば人間らし
く生活できる賃金と雇用、ジェンダー平等を
強く求めます。暮らせる年金の実現、消費税
廃止を目指し５％への減税・インボイス中
止、中小企業への直接支援を行い、個人消費
をあたためて、地域経済を再建しましょう。
「公共の力」を再生して、いのちと暮らし
を守る社会保障を実現しましょう。コロナか
ら一人の犠牲者も生まない公衆衛生と医療体
制の充実を政府・自治体に求めるものです。
岸田内閣による「安保３文書」改定によ
り、「戦争を仕掛ける国」と大軍拡・大増税

が強行されようとしています。私たちは、戦
争か平和かの岐路にたち、憲法九条をもつ国
らしく、武力でなく平和外交、いのちと平和
を何よりも大切にする政治の実現を求めま
す。
政府は、福島第一原発事故をなかったかの
ように、老朽原発の稼働延長と新増設など
「原発回帰・永続」を打ち出しました。今も
続く多くの犠牲と避難生活を愚弄するもので
す。私たちは、原発ゼロ社会を強く求めます。
国民不在の政治の強行に、団結して立ち向
かいましょう。
働くものの団結で、労働組合を強く、大き
くしましょう。全ての争議の勝利・解決を目
指しましょう。
全ての労働者・府民の力をいまこそ総結集
することを心から呼びかけるものです。
働くものの団結、万歳！　　第94回メーデ
ー万歳！

2023年５月１日
� 第94回全京都統一メーデー大会
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控訴棄却の不当判決年金引き下げ違憲訴訟

司法は憲法に照らして「年金引き下げ」を裁け!


